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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

小野寺（山内）貴
恵・助教

面積変調素子 2004年3月12日 2009年7月24日 特許第4347095号

小野寺（山内）貴
恵・助教

機能性分子素子 2004年2月10日 2011年2月4日 特許第4676704号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

門脇知子・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「メカノ
センサーを標的とした歯周病制御」

門脇知子・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「新規Rab
タンパク質による炎症性骨破壊疾患での機
能と病態解析」

研　究　題　目

佐藤啓子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「バクテ
ロイデーテス細菌の滑走運動によるバイオ
フィルム拡張メカニズムの解明 」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

小野寺（山内）貴
恵・助教

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「新規
PARG阻害剤スクリーニング法の開発と阻害
剤の探索」

門脇知子・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「リソ
ソームに着目した口腔癌細胞のマルチモー
ダルイメージング解析」

門脇知子・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「歯周病
発症における新規小胞輸送因子の分子機構
の解析」

佐藤啓子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「歯周病
発症における新規小胞輸送因子の分子機構
の解析 」

佐藤啓子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「 がん特
異的酸性環境スクリーニングによる新規薬
物療法の基盤構築 」

門脇知子・教授 会則委員 歯科基礎医学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

門脇知子・教授 代議員 歯科基礎医学会
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親川駿,山口優,門脇知子,谷本あゆ子,坂井詠子,村田比呂司,筑波隆幸：高分子量Rabタンパク質による筋衛星

細胞と筋形成過程に及ぼす影響. 第95回日本生化学会大会プログラム・講演要旨集 : 2P-168, 2022.

近藤 好夫,内藤真理子,門脇 知子,佐藤 啓子：滑走細菌の病原性. 第64回歯科基礎医学会学術大会 プログラ

ム・抄録集 : 231, 2022.

野黒美麻由子,山口優,佐藤啓子,村田比呂司,筑波隆幸,門脇知子：金属アレルギーでの高分子量Gタンパク質

Rab44の役割. 第45回日本分子生物学会年会 要旨集 : 3P-103, 2022.

山口優,門脇知子,相原希美,大山要,岡元邦彰,坂井詠子,筑波隆幸：Coronin1CはGDP特異的Rab44エフェクター

でありマクロファージの細胞運動を調節することで破骨細胞形成を制御する. 第95回日本生化学会大会 プロ

グラム・抄録集 : 1P-175, 2022.

谷本あゆ子,山口優,門脇知子,親川駿,坂井詠子,小野悠介,吉田教明,筑波隆幸：高分子量Rabタンパク質が制御

する筋芽細胞から筋管への分化機構. 第95回日本生化学会大会 プログラム・抄録集 : 1P-171, 2022.

2


